
『食 をめ ぐる社会環境』

～食文 化 って何だ ろ う～

情報学部 坪 井 順 一

「講義内容」

食の安全 とか、健康 とか、あるいは食文化 とい うけれ ど、「食」の世界に も多 くの

科学技術 が導入 され、われわれの気がつかない うちに 「食」 も大 き く変化 して きて

いる。便利 さや見栄えの良い食品が流通 し、外見上 は豊か な社 会 を享受 してい るけ

れ ど、商品化 された 「食」を検討 しなが ら、 日常的 な 「食」 とい うもの を今 一度考

え直す機会 になればと思 う。

厂自己紹介」

団塊の世代の生 まれ。北九州で生 まれて、主 として舞鶴(京 都)で 育 った。旅 行、

登山、テニスな ど動 くことが大好 き。ここ3年 くらい は忙 し くてあ ま り参加 してい

ないが、少年野球のコーチでもある。プロ野球選手や高校野球 の 甲子園出場 選手な

どを輩出 し、たかが少年野球、され ど少年野球の世界 にいる。

厂専門領域 ・研究テーマ」

経営学、経営管理論、経営組織論、消費者教 育論等。

ライフワークとして、商品 ・食の安全 について研究 ・啓蒙活動 をしている。

「著書」

・編著 『現代 の経営組織論』学文社2005

・編著 『現代 の経営管理論』学文社2003

・共著 『現代経営学』学文社1998

・共著 『消費者のための経営学』新評論1991

他、著書 ・論文等多数。
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私たちが普段何気 なく食べている もの、当た り前 に使 っている ものに、皆 さんは、

どの くらい意識 して使っているので しょうか。

企業の活動は、基本的に利益 の追求であ り、効率的で革新的な生産活動 を通 して、

多 くの製品を市場 に提供 してきた。消費者 にとって も、便利 で見栄えが よ く、保存

性があ り、多種多様 な商品 に満たされて、外見上は豊 か な生活 を享受 してい る。そ

の結果、環境や食生活の変化が、われわれの健康 に大 きな影響 を与 えるようになっ

ている事 は、周知の ことである。この点 も、多 くの述べ ることがあ るが、 ここでは

触れない。

今回のテ ーマは、主として食品を対象 として、市場 に流通 してい るもの、私 たち

が 日常使 っている ものが、 どのような原材料 で製造 され、伝統 的な食 品 とどの よう

な違いがあるのかを知 ることによって、 日常的な食生 活 をもう一度見 直 して欲 しい

ということにある。その きっかけになれば幸 いである。

日本 の食文化は、科学技術 の発展 によって、われわれの気 がつか ない うちに大 き

く変化 してきている。一般的には、科学技術 の進歩 は好 ましい ことであ り、 さまざ

まな面で科学技術 の恩恵 に浴 している。 しか し、食文 化に関 して言えば、科 学技術

の進歩に よって、ある意味 では軽薄短小 な文化が形成 された と言えな くもない。粗

悪な原材料 を使 って も、外見上は一定の品質の商品が 製造で きる。 これ を科 学技術

の進歩 と考 えるか、企業の利益第一主義 と考えるかは、その人の置かれた立場 によ

る。けれ ども、消費者の立場か らすれば、質の良 くない原材料 で作 られ るもの よ り

も、良質の原材料で作って欲 しいと考 えるのではないだろ うか。 また、 われ われ の

食生活の中では、知 らず知 らずのうちに 「似てあ らざる もの」 が増 えて きてい る。

良心的で、昔 なが らのものは、手間とコス トがかかるために、排 除 され、安易 に作

られた商品が流通 している。 日本の社会が豊かであ る とい うな らば、せ めて偽物 で

はな く、本物の商品が流通する社会になって欲 しい ものであ る。多 少大 げ さに言 え

ば、本物 を受け継いでい くことが将来へのわれわれの役 目ではないだろ うか。 これ

か らの社会 を担 う若者や子 どもたちのために も 「食」 の大切 さを伝 えて いきたい。

それを実践す るのがわれわれ大人のなすべ き事ではないだろうか。
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